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第二章 ERM と戦略 
 

































第一節 戦略立案・実行に資する ERM に必要なリスクの捉え方 
 
























































































COSO ERM におけるマネジメントサイクルの構成要素は、図表 1のとおりである。 
 










                           















































                           
5 The committee of Sponsoring Organizations of the Treadway Commission［2006a］p.47 























                           
























































                           






                           
11 The committee of Sponsoring Organizations of the Treadway Commission［2006a］p.104 
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12 日本工業標準調査会［2010］p.5 
13 The committee of Sponsoring Organizations of the Treadway Commission［2006a］p.63 
14 The committee of Sponsoring Organizations of the Treadway Commission［2006a］p.56 
なお、プラスの影響を持つ事象は「事業機会」と説明されている。 


































































































                           
16 Basle Committee on Banking Supervision［2006］p.171 
17 Basle Committee on Banking Supervision［2006］p.158 






















































































































                           































































                           
23 樋渡［2004］p.115 
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第三節 戦略立案・実行に資する ERM のリスク体系の仮説 
 
前節において確認した公表されたリスク体系の限界を踏まえ、リスク体系の要件を満た
す戦略立案・実行に資する ERM のリスク体系の仮説を、図表 8のとおり整理する。リスク
体系の要件を充足するための検討の結果は、第一項から第三項のとおりである。 
 




























































































 49％の組織が、過去 1年間に少なくとも一度はプロジェクトの失敗を経験 
 過去 1年間にプロジェクトの目標を達成した組織は 2％のみ 
 
                           





















































戦略論の論点を包括的に整理した Garth Saloner, Andrea Shepard and Joel Pondolny





















出所：Garth Saloner, Andrea Shepard and Joel Pondolny［2001］の図 15-7 
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【図表 10】全社戦略の活動と ERM の活動の対応 































































第二節 戦略論が想定するリスクと ERM のリスク体系との関連 
 
前節では、全社戦略の立案・実行に、ERM の活動や ERM のリスク体系の仮説をどのよう
に活かすことができるかについて、検討を行った。 






























                           
26 Jay B. Barney［2002］p.13 
27 Jay B. Barney［2002］p.21 
28 ここでは、金額のばらつきが大きいことを意味していると思われる。 
































                           
30 Jay B. Barney［2002］p.254 
31 Jay B. Barney［2002］p.91 
32 Jay B. Barney［2002］p.259 
33 Jay B. Barney［2002］p.260 

















































































出所：荒井［2006］の pp.5-8 から抜粋のうえ修正 










Risk）という手法である。EaR の基本コンセプトは、図表 13 のとおりである。 
 










                           

























































































出所：The committee of Sponsoring Organizations of the Treadway Commission［2006b］の図
表 8-11 から抜粋のうえ一部修正 
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37 Robert S. Kaplan and David P. Norton［2004］pp.481-482 
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【図表 15】バランスト・スコアカードを用いた ERM フレームワークの検討例 
 
戦略テーマ：適切なチャネルへのシフト 
戦略マップ BSC アクション・プラン 






な リ ス ク コ ン ト ロ ー ル
（RAROC） 
+1 億ドル 
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